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Demonstration of a binary counter using adiabatic quantum-flux-parametron logic 
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断熱量子磁束パラメトロン  (Adiabatic 

Quantum-Flux-Parametron; AQFP) [1] 回路は断

熱スイッチにより、極めて低いスイッチングエ

ネルギーで動作することが可能である。これま

でに、フィードバックループを用いた AQFP

のためのフリップフロップ (FF) が提案され、

その動作実証が報告されている [2]。今回はこ

の FFを用いたカウンタの設計と測定を行った。 

Fig. 1にAQFPを用いたアップカウンタの顕

微鏡写真を示す。このカウンタは T-FF をベー

スに設計されており、内部状態が論理 1から 0

になるときに次段のカウンタへ論理 1 が出力

される。リセットはリセット線と T-FF のフィ

ードバックループを磁気的に結合させること

で行う。各カウンタの内部状態は、カウンタと

は独立した励起電流で駆動するバッファチェ

インによりシリアルに読み出される。Fig. 2に

4-bit アップカウンタの測定波形を示す。測定

においてアップカウンタが正常動作している

ことを確認した。 
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Fig. 1 Micrograph of an up counter using AQFP, 

where Ix1,write, Ix2,write, Ix1,read, and Ix2,read are 

excitation currents, Iin and Ireset are input currents, 

Vout is output voltage. 

 

Fig. 2 Measurement waveforms of a 4-bit up 

counter using AQFP. 
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